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抄録

日本 と韓国の小学校理科の教科書か ら科学的 リテラシーに関連する項 目を分析 して,両

国の理科カ リキュラムの特徴 と強調点を探った。分析の対象は小学校の理科教科書の 「電

気」,「 光」,「 エネル ギー」の単元で,科 学的 リテラシーの観点から,学 習の流れや探

求活動の展開などに見 られる具体的な特徴を調べた。

1.は じめに

科学的 リテラシーの概念は,理 科教育の 目標 として世界の様 々な国でその重要 陛が強調

されている。平成20年 度の小学校学習指導要領解説理科編(文 部科学省,2008)で も,

生きるカや学習内容 と生活 とのかかわ りな どが強調 されてお り,科 学的 リテラシーが 日本

のカ リキュラムの構成 に少なか らず影響 を与えていることが推察 され る。一方,韓 国の

2007年 改訂教育課程(教 育科学技術部,2008)で は,「 理科は大学で科学を専門 とする

ための準備 としての性格 を持つよ りは,国 民 として備 えるべ き科学的 リテラシーを養 うた

めの ところにその 目的がある。」 と示 されている。両国 とも理科のカ リキュラムを構成す

る うえで科学的 リテラシーの重要性 を強調 していることが分かる。

本研究では,日 本 と韓国の理科のカ リキュラムを比較 し,教 科書か ら読み取れる科学的

リテラシーに関連す る項 目を分析することによって,両 国の理科カ リキュラムの特徴 と強

調点を探 る。

皿.理 論 的背景

OECDで は未来社会 を生きている全ての人が持つべき能力として,3つ のキー ・コンピ

テンシーを提示 している(文 部科学省HP;猿 田,2010)。 その1つ が 「社会 ・文化的、

技術的ツールを相互作用的に活用する能力」で,さ らにその具体的な内容の1つ が 「知識

や情報を活用する能力」であり,PISA調 査の科学的 リテ ラシー として位置づけられてい

る。2006年 のPISA調 査では(国 立教育政策研究所HP),科 学的 リテラシーは次の4つ

の能力に注 目するとされている。1つ 目は,疑 問を認識 し,新 しい知識 を獲得 し,科 学的

な事象 を説明し,科 学が関連す る諸問題 について根拠に基づいた結論を導き出すための科
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学的知識 とその活用である。2っ 目は科学の特徴的な諸側面を人間の知識 と探求の一形態

として理解す ること,3つ 目は科学 とテクノロジーが我々の物質的,知 的,文 化的環境を

いかに形作っているかを認識す ることである。4つ 目は思慮深い一市民 として,科 学が関

連する諸問題に,自 ら進んで関わることである。

皿.研 究 方法

1.分 析対象

日本の小学校理科の教科書は全部6種 類ある。平成25年 度小学校理科教科書の全国及

び,関 西2府4県 の採択状況を調べ,2012年 度最 も採択率が高かった啓林館 の「わくわ く

理科」(大 隅ほか,2012)を 選んだ。韓国の小学校理科教科書は国定図書のため,教 育科

学技術部の 「科学」とそのワークブックである 「実験観察」(教 育科学技術部,2011)を 分

析 した。

本研究での分析対象 として,事 前 に日本 と韓国の小学校理科の教科書にある物理分野の

全単元の学習内容や探求活動,概 要比較を行 った結果から,大 きな特徴や相違点があった

電気,光,エ ネル ギーの単元を選んだ。表1に その教科書単元を示す。

表1分 析を行った日本および韓国の教科書単元と学習時期

単元i鞭1躰

電気 2.電 気回路(5年 生1学 期)
7.電 気で明か りをっけよう(3年 生)

2.電 気の働き(4年 生)

光
4.光 と影(3年 生2学 期)

1.光(6年 生1学 期)
6.光 の性質(3年 生)

エネル ギー
3.エ ネルギー と道具

(6年 生2学 期)
9.発 電 と電気の利用(6年 生)

1

2.分 析方法

分析の基準 としてChiappet七a,E.L.ら の 「理科教科書の分析のための4つ のカテゴリー」

(Chiappettae七a1.,1991)お よびKim,Jihyeら の研究(Kimetal.,2013)に 基づいて行

った。表2の 左欄に各カテゴリーとそれ に含まれる指標 を,右 欄に対応する具体的な内容

を示 した。

分析は本文 と図解 に分 けて行 った。本文では一つの段落や余白の説明を一つの分析単位

とした。全体的な文脈を考えた後,ど のカテゴリーの内容に該 当す るかを決定 した。図解

ではタイ トルや説明がある図,表,グ ラフ,挿 絵,写 真な どを一つの分析単位 として分析

した。

具体的な手順は以下の通 りである。まず,教 科書の分析単元の各ページにある本文 と図

解 に①,② のように番号をつける。その一つ一つがどのカテゴリーに入 るのかを考えて,

カテ ゴリーの記号を記録す る。その後,分 析表 にそのページの各カテ ゴリーの数を記録す

る。単元 ごとにそれぞれのカテゴリーや内容が含 まれ る割合 を調べた。
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表2理 科教科書の分析のためのカテゴリーとその内容

1.科 学の知識 生徒に科学に関わる情報,事 実,概 念,

a.事 実,概 念,原 理,法 則 などを示す 原理,法 則,理 論な どを提示 した り,思

b.仮説,理 論,模 型などを示す い出 した り,ま たは話 し合 うようにする

c.知識や情報の回想 を要求する 内容である。

II.探 求 として科 学
生徒に「発見 しよ う」と要求 し,思 考 と

a.実 験の計画 を立てる
実行 に励む内容である。 このカテゴ リー

b.材 料 を用いて実験を行 う
は生徒が主体的に観察,測 定,分 類,推

c.グ ラフ,表 などで答えるよ うに要求する
論,資 料の記録,計 算,実 験な どの科学

d.計算 をす るように要求する
的方法とプロセスによって探求や学習を

e.答 えを推論するよ うに要求す る
行 う。また,手 で行 う活動や紙にまとめ

f。思考実験や活動に参加するように勧 める
る活動も含む。

g.結論および一般化するように要求す る

皿.思 考方法 としての科学

a.科 学者の実験方法を述べる。

b.科 学的なアイデアの歴史的な発達を示す

一般的な科学
,又 は科学者がどのよう

に科学的現象を見つけたのか,科 学的な
c.科学の経験的な本性と客観性を強調する

アイデアを創案 したのかに関わる内容で
d.仮 定の使用を例で説明する

e.演繹的 ・帰納的な推論による科学の進歩を示す
ある。思考と推論などの科学の本質や科

学的な進歩がどのように行われたのかな
f.因果 関係を提示する

どの内容を含む。
g.証拠 と証明について述べる

h.科学的な方法と問題解決の最階を提示する

IV.科 学 ・技術 ・社会の相互作用 社会に対する科学の効果や影響を示

a.社 会に対する科学 ・技術の有用性を述べ る し,科 学 ・技術の肯定的 ・否定的な影響

b.社 会に及ぶ科学 ・技術の否定的影響 を述べる などの内容を含む。また,科 学 ・技術に

c.科 学 ・技術に関わる社会的な争点を述べ る 関する社会的な争点と職業や仕事の紹介

d.科 学 ・技術の分野での職業や仕事を紹介する の内容 も含む。
1

1V.研 究結 果

1.電 気の単元の分析

電気の学習は 日本では第3,4学 年,韓 国では第5学 年で行ってい る。分析 した科学的

リテラシーの4つ のカテ ゴリーの割合を図1に 示す。

日本は,「H.探 求 としての科学jと 「1.科 学の知識」で9割 以上を占めている。いず

れ も韓国より高かった。「L科 学の知識」では 「乾電池の直列つなぎ,並 列つなぎ」の学

習で,日 本は本文で4個,図 解で5個 示 されていたが,韓 国は本文2個,図 解2個 であっ

た。
一方
,韓 国は,「ll.探 求 としての科学」,「IV.科 学 ・技術 ・社会の相互作用」,「1.科

学の知識」の順に割合が高く,「IV.科 学 ・技術 ・社会の相互作用」は 日本 より高かった。

電気の有用性以外にも,よ り効率的な電球を開発す る科学者の話な ど職業や仕事の内容が

見 られた。
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口E「.科 学 ・技 術 ・社 会

の 相 互 作 用

圏1工1.思 考 方 法 と して の

科 学

圏II.探 求 と して の科 学

曝1.科 学 の 知 識

図1電 気の単元の科学的リテラシーの割合

カテ ゴリー とその内容にっいては,日 本は,「11・a実 験の計画を立てる」と,「H-g結 論

および一般化す るよ うに要求す る」の割合が韓国に比べ高 く,韓 国の場 合は 「H-e答 えを

推論す るよ うに要求する」の割合が高かった。 日本は実験の計画 を立ててから材料を用い

表3日 本と韓国の「電流の向き」の学習

日本(第4学 年) 韓国(第5学 年)

目標 ・乾電池をっなぐ向きとモーターの回る

向きには,ど んな関係があるのか。

・電流が流れる方向を調べてみましょう。

実 験

の前

・お もちゃを動か して気づいたことや ,調 べ

てみたいことについて話 し合 う。

→計画を立てる(H-a)

・検流計の使い方

→材料を用いる実験(H-b)

・LEDは 長 い脚か ら短い脚へ電流が流れる

時に光 ります。

→事実 ・概念の提示(1-a)

・次 の電気回路でLEDが つ く場合は?

→ 答えを推論(H-e)

実験 ・回路で,検 流計の針の触れ る向きとモータ

ーの回る向きを調べる
。

→材料を用いる実験(H-b)

・実 際に二つの電気回路を作ってLEDを 観

察 してみま しょう。

→材料を用いて実験(■-b)

実 験

の後

・検流計の針のふれる向きなどを表に記録す

る。 →表に記録(H℃)

・どんなことが言えるか。

→結論 ・一般化への要求(H-g)

・実験結果 と電気の向き,意 味を提示

・LEDは 決まった向きに しか電流が流れな

い。 →事実 ・概念の提示(1-a)

・結果で電流の向きを説明 してみよう。

→結論 ・一般化への要求(H-g)

・電流の向き
,方 向の表示(→)の 説明

→事実 ・概念の提示(1-a)

・次 の回路図で電流が流れる方向を考 えてみ

ま しょう。 →答えを推論(H・e)

・実験でLEDを 使 った理由は何で しょう。

→結論 ・一般化への要求(II-g)
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て実験を行い,そ の結果から結論を導 く探求のパター ンが,韓 国は実験の後,そ の結果か

ら考えられる他の探求問題を提示 し答 えを推論す るパ ターンが見 られた。具体例 として

表3に 日本 と韓国の「電流の向き」の学習の流れ と対応するカテゴ リー とその内容を示す。

2.光 の単元の分析

光の学習は 日本では第3学 年で,韓 国では第3,6学 年で行っている。4つ のカテゴリー

の割合を図2に 示す。

日本は 「II.探 求としての科学」,「1.科 学の知識」,「HI.思考方法 としての科学」の順

に割合が高く,実 験前の計画か ら一般化までの探求の段階が詳 しく示 されていた。韓国は

「H.探 求としての科学」,「1.科 学の知識」,「IV.科 学 ・技術 ・社会の相互作用」の順

に割合が高く,光 に関する生活の例や職業を紹介する内容が見 られた。「光の直進」の学習

では,日 本は実験な どの探求が学習の中心で,韓 国は光の直進やその事例を先に説明 し,

最後に実験で確かめる内容であった。

口IV.科 学 ・技 術 ・社 会

の 相 互 作 用

願III.思 考 方 法 と して の

科 学

ロII.探 求 と して の 科 学

図2光 の単元の科学的リテラシーの割合

「II.探求 としての科学」の中で,「a.実

験の計画を立てる」の内容は 日本が7.4%,

韓国が0.4%で あった。日本の第3学 年 「鏡

ではね返 した 日光を重ねると,何 がどのよ

うに変わるのだろ うか。」の学習では,「 明

るくなる」 と 「暖かくなる」の2つ の予想

か ら実験の計画を立て る活動がある。 この

ような活動によって,実 験の 目的を明確に

して問題解決の力 を身につ けるこ とがで

きると考えられる。

図3「 光が無 くなったら」の活動
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一方
,韓 国は 「£ 思考実験や活動に参加するように勧める」の内容が7.4%で あった。

図3の よ うに,光 の単元の1時 間目に 「世界の光が全部無くなった らどうなるだろ うか。」

を,漫 画や絵,手 紙 などで表現 してみ る活動がある。この活動は,身 の周 りの光の存在や

大切 さを感 じてみ る活動である。 また,単 元の終わ りには,科 学作文 とい う活動があ り,

第3学 年ではアンデルセ ンの物語 を紹介 し,「 自分の影 を素材に して物語を作った ら,ど

のように書けるので しょうか。」 とい う作文の活動 をする。

3.エ ネルギーの単元の分析

エネルギーの学習 は両国とも第6学 年で行 っている。 日本は電気エネルギーに焦点を当

てていて,韓 国は一般的なエネルギー種類や変換 などの学習を している。日本 は 「II.探求

としての科学」,「1.科 学の知識」,「IV.科 学 ・技術 ・社会の相互作用」の順 に割合が高

く,韓 国は 「ll.探 求 としての科学」,「IV.科 学 ・技術 ・社会の相互作用」,「1.科 学の

知識」,の 順に割合が高かった。 「II.探 求 としての科学」をみる と,日 本は 「b.材 料で

実験を行 う」の割合が高 く,手 回 し発電機や コンデ ンサーな どの道具を用いて実験 を行 う

活動が多い。一方,韓 国はアイ ロンやブランコな どある現象で どのよ うなエネルギーの変

換が起きているのかを推論す るような 「e.答えを推論」に関わる内容が見 られた(図4)。

%

100

口W.科 学 ・技術 ・社 会
の相 互作 用

願1工1.思 考方法 と しての

科学

團II.探 求 と して の科学

図4エ ネルギーの単元の科学的リテラシーの割合

V.結 論

日本は実感 させ るための実験や ものづ くりの活動が強調 されていた。一方,韓 国は 「科

学 ・技術 ・社会」の相互関係を認識 させ ることを強調 していた。 このような両国の教科書

に見 られる科学的 リテラシーの特徴や長所を理解することによって,両 国の理科教育がよ

り幅広 く発展できると考えられる。
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